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令和　７　年　　２　月

仕　様　書

システム顕微鏡セット



Ⅰ　概要

1. 調達物品名及び構成内訳

(調達物品)

1-1 システム顕微鏡(明視野観察) 本体 1 式

1-2 照明系LEDランプハウス 1 式

1-3 電源コード 1 式

1-4 3芯２芯アダプター 1 式

1-5 広視野ティティング三眼鏡筒 1 式

1-6 接眼レンズ 2 式

1-7 左下ハンドルステージ 1 式

1-8 コード微分干渉６ヶ穴レボルバ 1 式

1-9 ハネノケコンデンサ 1 式

1-10 ダストカバー 1 式

1-11 対物レンズ1.25x 1 式

1-12 対物レンズ4x 1 式

1-13 対物レンズ10x 1 式

1-14 対物レンズ20x 1 式

1-15 対物レンズ40x 1 式

1-16 透過アナライザ 1 式

1-17 透過用ポラライザ 1 式

1-18 中間変倍装置 1 式

1-19 顕微鏡用デジタルカメラ 1 式

1-20 イメージングソフトウェア 1 式

1-21 イメージングソフトウェアインストール用DVD 1 式

1-22 Cマウントカメラアダプタ 1x 1 式

以上､搬入・据付・配線・調整を含む。

2.技術的要件の概要

本件調達物品に係る性能、機能及び技術等(以下「性能等」という。)の

要求要件(以下「技術的要件」という。)は以下に示すとおりである。

以下に示す技術的要件は当センターが必要とする最低限の要件を示し

ている。

Ⅱ　調達物品に備えるべき技術的要件

(機能、性能に関する要件)

1　システム顕微鏡は、以下の要件を満たすこと。



1-1 外形寸法はW280mm×D450mm×H490mm(鏡筒を除く)以下であるこ

と。

1-2 重量は16kg以下であること。

1-3 消費電力は25W以下であること。

1-4 光源は100Wハロゲンランプに近い波長特性と明るさを持つ､高輝度高

演色白色LED光源であること。

1-5 プリセットボタンを有し、透過ケーラ照明内蔵であること。

1-6 焦準機構には粗動上限ストッパ､粗動ハンドトルク調節機能を有するこ

と。

1-7 接眼レンズは視度補正が可能なヘリコイド付きであること。

1-8 レボルバは6ヶ穴以上であること。

1-9 広視野ティルティング三眼鏡筒を有すること。

1-10 鏡筒の光路切り替えは3段切替仕様であること。

1-11 左下ハンドルステージを有すること。

1-12 ハネノケコンデンサを有すること。

1-13 対物レンズは、4x(NA:0.16)､10x(NA:0.4)､20x(NA:0.8)､40x(NA:0.95)、

アポクロマート対物レンズ1.25x(NA:0.04)を有すること｡またカッコ内

の数値は開口数で､その数値以上の性能を有すること。

1-14 透過アナライザを有すること。

1-15 透過用ポラライザを有すること。

1-16 中間変倍装置を有すること。

2　顕微鏡用デジタルカメラは、以下の用件を満たすこと。

2-1 カメラヘッドの外形寸法はW80mm×D75mm×H40mm以下であること。

2-2 コントロールユニットの外形寸法はW185mm×D185mm×H55mm以

下であること。

2-3 イメージセンサは以下の通りであること。

サイズ：１型890万画素カラーCMOS

シャッタタイプ：グローバルシャッタ

画素サイズ：3.45µm×3.45µm

アナログデジタル変換：10ビット

2-4 感度調整は1～24Gainであること。

2-5 カメラマウントはCマウントであること。

2-6 露出制御は以下の通りであること。

露出モード：マニュアル、オート(ピーク)、オート(平均)

測光方式：0.1%、1%、30%、全画面

露出補正：±2.0EV

AEロック/スローダウンAE：対応



2-7 露出時間は以下の通りであること。

マニュアル：27µs－15s

オート：27µs－15s

2-8 カメラI/FはUSB3.1Type-C(ケーブル2.9m)であること。

2-9 顕微鏡用デジタルカメラで撮影した映像をコンピュータに保存するこ

とが可能であること。

2-10 顕微鏡用イメージングソフトウェアを有すること。

2-11 イメージングソフトウェアインストール用DVDを有すること。

2-12 Cマウントカメラアダプタ1xは、顕微鏡とデジタルカメラの取付けが可

能であること。

2-13 施設側PCと接続可能であること。

Ⅲ　その他

（機能、性能以外に関する要件）

1.　設置条件等は、以下の要件を満たすこと。

1-1 本装置は、当センターの指定する場所に設置すること。

1-2 当センターが用意した一次側設備(空調設備、電気設備、給排水設備、

ネットワーク設備)以外に必要な設備工事等の経費は全て本調達に含む

ものとする。

1-3 本仕様書に関する設計、製作、輸送、試験検査等は、関係する法令、

規格、基準、設置場所における諸規定に基づいて行うこと。

1-4 設計・製作は本仕様書に従って行うものとし、仕様書に記載されてい

ない事項又は仕様書について、疑問が生じた場合は、その都度担当者

と協議すること。

1-5 搬入に際しては、壁、床、エレベータ等を傷つけぬように、合板等で

養生した後に搬入すること。傷つけた場合は直ちに担当者及び設置場

所管理者に報告し、その指示に従うこと。

1-6 設置場所での作業は担当者及び設置場所管理者に連絡を取り、その指

示に従うこと。

2.　保守体制等は、以下の要件を満たすこと。

2-1 検収引き渡し後１年以内に物品に瑕疵が生じ、その責任が製造業者に

有ると認められた場合は無償で修理または取り替えること。

2-2 アフターサービス・メンテナンスの体制が整備されていること。

2-3 緊急故障時には、早急に復旧できる体制を有すること。

3.　検収条件

3-1 納入場所において担当者立合いのもと、仕様書に基づき試験・検査の

合否の確認を行う。



4.　職員研修、技術支援

4-1 医師及び技師が操作方法を熟知し、確実に使用が出来るまで受注者が

責任を持って研修・技術支援を行うこと。

4-2 本装置の日本語による操作マニュアルを１部以上、及びその電子デー

タを提供すること。

5.　納入期限

令和　７年　３月　31日

6.　設置場所

大阪市中央区大手前3-1-69

地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪国際がんセンター

5階　病理・細胞診断科

7.　その他

7-1 不明点等があれば担当者の指示を仰ぎ、その旨文書にて記録を作成し

報告・承認を得ること。

7-2 機器構成を含む詳細については、担当者の指示に従うこと。

7-3 製品の瑕疵について明らかになった場合、使い勝手等を含む性能が保

証できるよう速やかに対処すること。

7-4 証期間内外を問わず、故障・不良等が発生した場合には速やかな対処

が可能であること。また原因、対処方法を速やかに担当者に報告する

こと。

7-5 この契約において作成され、また担当者から提出された資料等は、契

約目的以外に使用しないこと。ただし、予め担当者の承認を得た場合

にはこの限りでない。

7-6 当院指定の様式にて、機器の仕様データ（商品名、製造番号など）を

提出すること。

7-7 電子カルテなどの病院情報システムに接続予定のある機器について

は、当院指定のネットワークセキュリティチェックリストを提出する

こと。


